
    

■
利
用
方
法 

　
●
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に

　
　
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
文
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で

　
　
で
す
。 

　
●
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
●
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。 

 

■
開
館
時
間 

　
●
火
曜
日
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

　
●
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

■
休
館
日 

　
●
月
曜
日
（
そ
の
日
が
祝
日
又
は
振
替
休
日 

　
　
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
後
の
平
日
） 

　
●
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
） 

　
●
館
内
整
理
日 

　
　
１
月
４
日
（
そ
の
日
が
月
曜
日
の
と
き
は 

　
　
　
　
　
　
　
５
日
） 

　
　
２
月
〜
12
月
　
第
２
木
曜
日 

　
　
　
　
　
　
（
そ
の
日
が
祝
日
と
重
な
る
と 

　
　
　
　
　
　
　
き
は
そ
の
後
の
平
日
） 

　
●
特
別
整
理
期
間
　
10
日
間
（
年
１
回
） 

    

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い 

　
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分 

　
JR
和
歌
山
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

　
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

 

    

　
７
月
１
日
付
で
『
収
蔵
史
料
目
録
七
』
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
目
録
は
「
紀
州
藩

士
諸
家
文
書
目
録
」
と
題
し
て
軍
学
者
宇
佐
美

定
祐
文
書
・
早
川
家
文
書
・
西
山
家
文
書
・
小

川
家
文
書
・
岡
本
家
文
書
・
大
畑
家
文
書
の
六

家
の
文
書
を
収
録
し
ま
し
た
。
軍
学
者
宇
佐
美

定
祐
文
書
は
宇
佐
美
家
の
由
緒
を
考
え
る
う
え

で
き
わ
め
て
貴
重
な
文
書
群
を
含
ん
で
い
ま
す

し
、
小
川
家
文
書
は
従
来
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
田
辺
安
藤
家
の
家
臣
の
家
に
伝

わ
っ
た
文
書
群
で
、
幕
末
維
新
期
の
田
辺
の
動

向
を
解
明
す
る
う
え
で
万
代
記
や
田
辺
御
用
留

の
記
述
を
補
完
す
る
も
の
で
す
。 

　
な
お
従
来
通
り
そ
れ
ぞ
れ
に
解
題
を
付
し
て

い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
い
く
つ
か
に

は
利
用
の
便
を
図
る
た
め
、
分
類
目
録
以
外
に

現
状
目
録
や
編
年
目
録
・
整
理
番
号
順
目
録
を

も
収
載
し
て
い
ま
す
。 

    

　
３
月
末
で
『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第

12
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
紀
要
で
は
平

成
17
年
度
で
事
業
と
し
て
は
終
了
す
る
こ
と
に

な
っ
た
「
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
結
果

報
告
」
及
び
「
民
間
所
在
資
料
等
防
災
シ
ス
テ

ム
構
築
」
事
業
の
中
間
報
告
の
ほ
か
論
文
３
、

史
料
紹
介
１
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
県
立
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

    

　
県
立
文
書
館
で
は
三
ヶ
月
ご
と
に
パ
ネ
ル
展

示
の
展
示
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
７
月
１

日
か
ら
は
『
紀
伊
国
名
所
図
会
等
に
み
る
今
昔
』

シ
リ
ー
ズ
の
第
８
回
目
と
し
て
、
「
名
所
図
会

に
描
か
れ
た
和
歌
山
城
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
代
的
な
考
え
方
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
和
歌

山
城
は
和
歌
山
市
の
第
一
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

す
か
ら
、
本
来
初
編
の
巻
一
に
登
場
し
て
も
お

か
し
く
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
時
代
が
時
代
で
す
か
ら
城
郭
の
内
外

を
詳
細
に
描
く
こ
と
に
は
非
常
に
大
き
な
制
約

が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
『
紀
伊
国
名

所
図
会
』
の
後
編
に
は
10
枚
も
の
図
が
あ
り
ま

す
。
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
天
守
閣
に
通
ず

る
入
り
口
に
あ
た
る
諸
門
の
図
で
す
。 

　
と
り
わ
け
驚
く
べ
き
こ
と
は
城
の
内
部
も
内

部
で
ほ
と
ん
ど
の
庶
民
が
入
る
こ
と
す
ら
で
き

な
い
「
鶴
の
渓
」
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
す
。

名
所
図
会
と
い
う
も
の
は
確
か
に
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
城
を
描

い
て
い
る
の
は
き
わ
め
て
稀
な
例
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。 

　
今
回
は
そ
の
う
ち
の
６
枚
の
図
に
描
か
れ
た

場
所
に
つ
い
て
、
名
所
図
会
と
昔
の
絵
は
が
き

や
写
真
と
そ
の
場
所
の
現
在
の
姿
と
を
対
比
さ

せ
な
が
ら
景
観
の
移
り
変
わ
り
を
解
説
し
て
い

ま
す
。 

　
な
お
こ
の
展
示
は
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ
ー

ナ
ー
の
階
段
部
分
と
文
書
館
に
通
じ
る
ロ
ビ
ー

で
九
月
末
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

文書館だより 

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー 

至海南 

至天王寺 

●市役所 

県庁 
　● 

紀ノ
川 

南
海
本
線
 

紀ノ川大橋 

和歌山県立文書館 

至和歌浦 

車庫前 
バス停 

けやき大通り 

国

体

道

路 

高松 
バス停 

和歌山城 

JR
紀
勢
本
線 

JR
和
歌
山
駅 

N

中
央
通
り（
国
道
42
号
） 

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
21
号 

　
平
成
19
年
７
月
31
日
　
発
　
行 

　
編
集
・
発
行
　
和
歌
山
県
立
文
書
館 

　
〒
六
四
一
ー
〇
〇
五
一 

　
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七
―
三
八 

　
　
　
　
　
　
　
き
の
く
に
志
学
館
内 

　
電
　
話
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
〇 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
一 

　
印
　
刷
　
有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所 

８ 

◇ホームページアドレス◇ http://www.wakayama-lib.go.jp/monjyo/

和
歌
山
市
駅
 


